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供試材片にはクロマツ辺材 (1.5×1･5×2･Ocm･)を使用し,実験方法は前報 4) と全く同様に行っ
た｡供試菌はL･_イロクケ〔Trameies(Polysiicius)sanguinea〕*** 及びヒロノ､ノ キカイガラク
ケ 〔GloeoPorus(Lenziles)subferrugineum)*州 -であって,28oC･lrで矧験した0割輪中に培





赤井 ･永友 :l:イ1:･/Zり 紅 い二1 ､/午))-(-)J),/Iyノー･1/-.村一十 ンこ,I, I-1｢,､ソ;Ji,甘い比較抵抗力とj出甜 購
去基の乾燥さを防 ぐた裾 こ程薗蒸汚.肯J(を少簸宛4拝吊こ亘つで洋伽 した｡
実験結果並に考察
ヒロノソ キカイガラクケの菌糸の発育は迅速であって,接種後40日には全村片を白色の菌糸で先
金に被覆 したが, ヒイtlク･')-は精 々矧曇であって,按樺筏60日に漸 く全村片を白色～笹肉色の菌糸
で密に被覆 したO
実験前溌灰白色であった材片が次第に溌禍,摘,濃禍に変色し,全体が縮小変形 した｡而 してそれ
等村井を嘆 より取 り廿日ノて乾燥 した場合には,全面に縦棒,大小の鞄裂を生 じ,且著 しく沌弱 とな
って,所謂亀裂性硝色朽 (brown cubicalrot)'1)の朋'微を班わ した｡材′片の絶乾素量の変化はノ第 1
表及び第1図の通 りである｡
第 1表 ヒイT=タケ及びヒl=Z-ノキカ1-1ラタケ抹椀によるクロ ,ーツ辺材の重量減少
L-Averagelossindl･y weightofblack pine sapw()odblocks(Pi,fluS
ihu/Jl'el･gll')duetotheinocu一ationofTl'a"leteSS(JLgtLiJleaandClneo-
/P/LyluulSubferrugilZeuuL.〕
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ケヤキ等 5程の材片に Porz'avaporayia を
接樫 し,28oC.下 で1-6ケ月間培蕃したが,
-303-
二木 材 紺 兜 窮l:',号 (昭29)
各相月`共,接種後の日数を経過するに従って腐朽が漸増することを認めた0両してそれ等 5樹種中,
フカマツの閣Pjが最も著しく,接種90†三!(3ケ月) 以衡 こ於で酎 7]Jが伸 二噌大した事は,筆者等の
冥験結果 と同一一傾向とい うことができる｡
前述の如 く,本実験は 28oC･下に於て行った｡ この温度はヒロ-ノキカイガラクケの発育適温











1･ ThepresentpaperdealSwiththeresultsofthe experiment ontherelative
resistanceofblackpinesapwood(Pinuslhunbergi)againsttheattacksofGloeophyllum
(Lenziies)subferrugineum (acelulose-dissolvingfungus)andTrameies(Polyslicius)
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